
むつ市特別用途地区内における建築物の制限に関する条例施行規則 案

平成２９年 月 日公布

むつ市規則第 号

（趣旨）

第１条 この規則は、むつ市特別用途地区内における建築物の制限に関する条例

（平成２９年むつ市条例第○○号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な

事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規則において使用する用語は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１

号。以下「法」という。）及び建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号。

以下「令」という。）において使用する用語の例による。

２ この規則において「基準時」とは、法第３条第２項の規定により条例第４条の

規定の適用を受けない建築物について、法第３条第２項の規定により引き続き条

例第４条の規定（同条の規定が改正された場合には、改正前の規定を含む。）の

適用を受けない期間の始期をいう。

（許可の決定）

第３条 市長は、条例第４条ただし書の規定による許可をする場合においては、あ

らかじめその申請に係る区域内において利害関係を有する者及び市民から公開に

よる意見の聴取を行い、かつ、むつ市都市計画審議会の意見を聴かなければなら

ない。

（既存の建築物に対する制限の緩和）

第４条 条例第５条の規則で定める範囲は、次のとおりとする。

(1) 増築又は改築が基準時における敷地内におけるものであり、かつ、増築又は

改築後における延べ面積及び建築面積が基準時における敷地面積に対して、そ

れぞれ法第５２条第１項、第２項及び第７項並びに法第５３条に適合すること。

(2) 増築後の床面積の合計は、基準時における床面積の合計の１．２倍を超えな

いこと。

(3) 増築後の条例第４条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積

の合計は、基準時におけるその部分の床面積の合計の１．２倍を超えないこと。

(4) 用途の変更（次条に規定する範囲内のものを除く。）を伴わないこと。



（用途の変更に対する準用）

第５条 条例第６条第２項の規則で定める場合は、当該建築物が令第１３７条の

１８各号に掲げる用途の範囲内である場合とする。

（委任）

第６条 この規則に定めるもののほか、特別用途地区内における建築物の制限に関

し必要な事項は、市長が定める。

附 則

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。


